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 要  旨 
日本には買い物難民が 600 万人いると言われている．買い物難民は，食料品などの日常品の買い物
が困難な人々のことである．経済産業省は買い物難民に対する 1 つの救済例として，インターネット
で食材を注文し宅配するネットスーパーを挙げている．しかし，既存のネットスーパーのサイトはカ
テゴリ分類などが難しく，ユーザがサイトを快適に利用できているとは言えない．そのため本論文で
は，ネットスーパーで食材を買う際に，レシピを提示することで，レシピに必要な食材を一括購入可
能なシステムを提案する． 
大手レシピ検索サイトでは，ユーザが大量のレシピから自分に合ったレシピを選択する必要がある．
そこで，レシピを推薦する手法として，個人の嗜好にあったレシピを推薦する手法，冷蔵庫の食材を
考慮する手法など個人の状態に合わせた推薦手法が研究されている．しかし，1 つの推薦手法だけで
はユーザが選択するレシピに偏りが出てしまう可能性がある．そこで本論文では，「ユーザの嗜好食
材」，「余剰食材」，「レシピの調理法履歴」を考慮したレシピ推薦手法を提案する．また，インターネ
ットに慣れていない人も使用できるように，レシピや食材などの表示手法についても検討する． 
本論文では，提示する情報を限定することで情報を選択しやすくし，食材は「青系」，レシピは「オ
レンジ系」の配色を用いることで，見やすさに配慮する．またレシピ推薦手法は，(1)調理履歴から算
出した嗜好食材に基づく推薦，(2)余剰食材を考慮する推薦，(3)調理履歴のレシピの調理法を考慮する
推薦を提案する．嗜好食材は，同じ食材が続かないように近い日に使用した食材の推薦度を低くする．
余剰食材を考慮する際，(2-1)余剰食材の登録日を考慮しない推薦手法と，(2-2)登録日が古い食材の重
みを大きくする推薦手法の 2つを提案する．調理法を考慮する際，(3-1)全調理履歴を考慮する手法と，
(3-2)2 週間前までの履歴を考慮する手法の 2 つを提案する．調理法はレシピの偏りを減らすために，
あまり調理しない調理法のレシピを推薦する．実験として，各推薦手法で 30日間の調理履歴を作成し
データを分析した結果，(2-1)より(2-2)の方が余剰食材が残っている期間が少なく，効率的に使用でき
る．また，(3-1)より(3-2)の方が，長期的に使用することを考えた時に，短期間で調理法が偏りにくい．
このため本論文では，(1)(2-2)(3-2)3つの推薦手法を組み合わせ，ニューラルネットワークを用いて各
推薦の貢献度を調整した．また，システムのユーザビリティ評価としてアンケートを行い，情報検索
が苦手な被験者でも本システムを使うことができた．今後の課題として，レシピ手順の動画などによ
る可視化や使用する商品画像などの可視化を検討する必要がある．またレシピ推薦手法では，カロリ
ーや栄養バランスなども考慮した推薦を検討する必要がある． 
